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令和７年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和6年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月９日実施） 

総合評価（３月23日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒が自ら学び自

ら考える姿勢を育成

するために基礎学力

を充実させ確かな学

力の定着を図る。 

②学科併置の特色を

活かした学びの楽し

さを実感できる学習

活動の一層の展開を

目指す。 

①生徒が主体的に学ぶ

意欲を高め、基礎学力

の定着をめざすための

学習内容・方法を追求

する。 

②学科併置の特色を活

かし、より充実した教

育活動の展開を目指

す。 

①ICT の活用をより一層

定着させ、主体的で個別

の学びにつながるよう指

導する。 

②両キャンパスの教育資

源を有効に活用した授業

展開の確立を目指す。 

①ICT を活用した学びの

スタイルを教育活動の中

で確立し、基礎学力を育

成することができたか。 

②両キャンパスの教育資

源を有効に活用し、工夫

された教育活動を実践で

きたか。 

①学校全体で研修会 

を行い、ICTの利活用に

ついて、主体的で個別

の学びにつながるよう

な多くの授業実践に触

れる機会を作ることが

できた。 

②学科の枠を越えた教

育活動を複数の講座で

展開できた。 

①ICT を活用した授業

の浸透は進んだが、

基礎学力の育成につ

いて、その効果や検

証をさらに深めてい

く必要がある。 

②両キャンパスの教

育資源のさらなる有

効活用に向け、両科

の生徒が交流し、学

び合う授業を地道に

実践していく。 

 

①大型電子黒板を導入し

たとのことだが、小学校

では、早くから導入され

ているため、技術が洗練

されている。参考にし、

より活用が拡大すること

を期待する。 

「ふきだしくん」アプ
リの利用は、匿名性が
保たれることにより、
意見が言える生徒が増
える。できるという成
功体験を授業の中でも
作るため、様々なアプ
リを活用するとよいの
ではないか。 

①ICT の活用を中
心に、授業改善が
進み学習スタイル
の多様化が図られ
た。しかし基礎学
力の定着との関連
や効果検証が十分
とは言えない。 
②両キャンパスの
教育資源活用につ
いて、さらなる連
携強化と計画的な
運用が必要であ
る。 

①ＩＣＴを活用し
た授業と基礎学力
の定着を結びつけ
た指導方法の研
究・共有を進め
る。合わせて電子
黒板や各種アプリ
の活用を一層推進
していく。 
②両キャンパス間
の連携を一層強化
し教育資源の効果
的な活用に向けた
仕組みづくりを推
進する。 

２ 生徒指導・支援 

①社会生活で必要と

なる社会的資質や行

動力を高めることが

できるよう指導と援

助を行う。 

②幅広い教育活動の

機会を活用し、企

画・運営に関わるこ

とを通して主体性や

課題解決能力、また

コミュニケーション

能力及び自己有用感

の育成を図る。 

①問題行動未然防止

と、集団指導と個別指

導の充実、規範意識の

醸成を図る。 

②部活動・委員会の活

動を活性化するととも

に、各行事では多くの

生徒が運営に関わるこ

とのできる機会を増や

し、学校生活のあらゆ

る場面で生徒が主体的

に行動できるようにす

る。 

 

①問題行動未然防止への

呼びかけ、チームとして

問題行動への速やかな対

応と規範意識の向上を図

る。 

②行事における生徒の業

務内容を単純化、明文化

し、主体的に活動できる

支援をすすめる。また、

ホームページの部活動ペ

ージの更新、部活動促進

週間の実施などで、部活

動加入率の向上を目指

す。 

①生徒対応や指導から生

徒の変容が見られるよう

になったか。適切な集団

指導、個別指導を実施で

きたか。 

②生徒が仕事の内容を理

解し主体的に行動できて

いたか。部活動加入率が

向上したか。 

①問題発生時は、職員

協力体制を作り速やか

に対応した。年度当初

はマナーやルールにつ

いての意識が低い生徒

も多く、集団と個に応

じた指導を継続して行

った。次第に安定し、

学校生活を過ごせるよ

うになった。 

②行事実行委員の集会

や、グーグルクラスル

ームを活用しての丁寧

な指示伝達ができ、担

当生徒は主体的に活動

することが増えた。 

ホームページの更新

は、一部に留まり、引

き続き進めていかなけ

ればならない。 

部活動加入率は、R７後

期時点で、昨年度31.6%

より32.5%へ微増した。 

 

 

 

 

①問題行動未然防止

に向け規範意識のさ

らなる向上を図るた

め、継続的に全生徒

への声掛けを行い、

保護者、地域の方の

協力を得ながら指導

を行う。 

 

 

②行事実行委員の生

徒は主体的に行動で

きるようになってき

たが、これを一般生

徒にも広げたい。全

体が理解できるよう

な工夫（説明会・練

習会・資料の改善・

時間設定など）が必

要である。 

部活動加入率はまだ

まだ低い水準であ

る。顧問と連携をと

り、情報を発信して

いく。 

①教員によって指導のブ

レが無いようにすること

が重要である。また、年

度の最重要課題を位置づ

け、それを教員全体で指

導してほしい。 

その１つとして、服装指

導を来年度の重点事項と

して考え、指導の徹底し

てもらいたい。 

②行事における生徒の自

主的な行動について、社

会に出てからも生きる力

となるので今後も力を入

れてやってほしい。 

①マナーやルールに

ついて継続的に生徒

へ指導を行った。教

員同士が連携をして

指導をする中で年度

末には問題行動が減

少し生徒たちが安心

安全に学校生活を送

ることができるよう

になった。来年度

は、制服の着こなし

等の服装指導を重点

事項として設定して

いる。 

②体育祭・文化祭に

おける実行委員の活

動が、円滑に行える

ようになった。委員

の生徒のみならず、

一般生徒も主体的に

活動できるように働

きかけたい。 

部活動加入率は微増

にとどまった。加入

率 40％以上を目指

す。 

①服装指導につい

ては、全教職員が

共通理解のもとで

組織的に取り組

む。ＴＰＯに応じ

た身だしなみを整

えることの意義を

生徒自身に深く理

解させ、自律的な

判断に基づく生活

態度の育成に重点

を置く。 

②丁寧な説明と、

理解しやすい資料

の作成は継続する

する。また一般生

徒へも資料を提示

し、主体的に動け

る環境を整える。 

学校公式 SNS 等を

活用し、校内生徒

へ部活動の最新情

報を数多く発信す

る。 
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４年間の目標 
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１年間の目標 
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３ 進路指導・支援 

①高校３年間の生活
を通して、自分の特
性を理解し自分を活
かす進路に生徒自ら
が積極的に行動でき
るよう適性検査やキ
ャリアパスポートを
利用しながら、進路
指導の充実を図る。
また、高校卒業後の
未来の自分をイメー
ジして社会や仕事に
対する視野を広げ、
第一志望の進路実現
を目指せるようにす
る。 

①「第一志望の進路実

現」に向けて、高校生

活の 3 年間の中で自ら

考え自分を見つめ直す

機会が設けられるよ

う、キャリアパスポー

トの利用率を高める。 

①年次毎、総合的な探究

の時間の進路探究の時間

に、キャリアパスポート

を使った進路指導の時間

を設定する。また、その

実施内容についても、精

査しながら行う。 

①年次毎、キャリアパス

ポートを利用した総合的

な探究の時間で実施した

回数。また、その内容を

分類して、行った状況の

把握と評価を行う。 

①年次毎に、年度始

め・各定期試験の結果

後（5回）・年度終わり

の総合的な探究の時間

に進路探究として、キ

ャリアパスポートへの

目標設定や振り返りを

記入させ、各自キャリ

ア形成を考えることが

できた。 

①キャリアパスポー

トに記入した振り返

りの内容について、

各自で実施できる評

価基準の作成と、そ

の評価した内容につ

いて全体での状況把

握ができる仕組みの

構築を目指す。 

①進学・就職した卒業
生が、在学当時どのよ
うに考えていて、進路
を決めたのかという経
験談を在校生にも示し
てはどうか。 

①各年次毎に総合的
な探究の時間（進路
探究）の時間枠を使
い、キャリアパスポ
ートへ現状とその振
り返りについて各自
考えながら記入をす
ることができた。 
ただし、振り返りを
踏まえて、自ら考え
て行動するための方
針を記載することに
は至っていない現状
がある。 

①どのような評価
基準をすることで
効果的に「第一希
望の進路実現」が
できる助けになる
のかを考え、構築
することを目指
す。 

４ 地域等との協働 

①地域とのかかわり

を持ちながら積極的

に貢献活動を行い、

HP 等での情報発信を

充実させ、生徒の活

動の場を広げる。 

②地域の教育力を活

かした取り組みを実

施する。 

 

①本校の活動内容や学

校の様子などの情報に

ついて「ＨＰなどを活

用して広く発信する。 

②これまで行ってきた

地域連携活動を継続し

ていくと共に、発展し

た活動を実践してい

く。 

①ＨＰ、インスタグラム

などで学校の情報や活動

内容を広く発信する 

②「産農人」「農業体

験」を充実していくと共

に、独自ブランド商品の

開発に取り組む。 

①情報発信についてより

充実することができた

か。 

②地域産業や企業等と連

携した活動が実施できた

か。 

①ＨＰを活用し本校の

情報発信をすることが

できた。 

②校内で栽培した小麦

を外部で製粉・製造し

たパンを収穫祭で販売

した。 

地域農家や企業と連携

し、新商品の試作会

や、作物の管理作業等

を実施した。 

関東学院大学で行われ

た活動発表会に参加す

るなど、高大連携を進

めることができた。 

①来年度はより本校

の情報が伝わるよう

にインスタグラムな

ど、中学生やその保

護者が見やすい媒体

利用の方法を検討す

る。 

 

②今年度の活動を振

り返り、常に課題を

持って新しい視点で

取組を進めていくこ

とを心掛ける。 

①ＳＮＳ、ＨＰ等の充実

だけでなく、紙などのア

ナログ媒体（学校のおし

らせや月報など）をより

充実させてはどうか。潮

風アリーナや商店に掲示

することで、学校の活動

が自然に目に入る仕組み

も大切であると考える。 

②卒業式の花等で小中学

校とつながっている。 

総合的な探究の時間等で

も小中学校と連携を行っ

ていただきたい。 

①学校の情報につい

て、中学生などが目

に入りやすいインタ

ーネット上に発信す

ることができた。 

②農業体験や卒業式

の飾花等で地域との

連携は構築できてい

る。これを「学習」

として位置づけてど

う関わっていくかが

課題である。 

①引き続き、学校

の情報発信の充実

に努める。 

 印刷物などアナ

ログな情報発信に

ついても検討す

る。 

②現在農業体験を

担当している科目

が固定されている

ので、様々な科目

でも受け入れが可

能になれば、幅が

広がると考える。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①両キャンパスの環

境や防災体制を整備

し、生徒・教職員・

学校利用者が健やか

に活動できる安全安

心な学校づくりをす

すめる。 

②教職員のワークラ

イフバランスを充実

させ、心身ともに 健

康で、心にゆとりを

持てるような働き方

の改革をすすめる。 

①多様な状況を想定し

た避難訓練をとおし、

両キャンパスにわたる 

防災に対する体制を確

立する。 

②教職員の多様なワー

クライフバランスに合

った服務や働き方改革

を検討実施する。 

①避難訓練の実施と振り

返りを行い、生徒・教職

員の防災体制への理解と 

意識の向上を図る。 

②教職員からの意見を基

に、教員の長時間勤務の

是正やウェルビーイング

の向上に向けた方策を検

討する。電話機の自動音

声機能や録音機能を、有

効的に使用する。 

 

①避難訓練を実施し、生

徒・教職員の防災体制へ

の理解と防災意識が向上 

したか。 

②教職員からの意見を基

に課題を検討したか。 

電話機機能を有効に活用

することができたか。 

①図上訓練など新たな

避難訓練を実施し、生

徒、教職員の防災体制

への理解と防災意識を 

向上させることができ

た。 

②ウェルビーイングの

向上に向け、働き方改

革研修を開催するとと

もに、臨床心理士の出

前相談を２回実施し、

職員のメンタルケアに

努めた。また、電話機

の自動音声機能を活用

したことで、長時間勤

務の緩和につながっ

た。 

①引き続き防災訓練

などを通して生徒、

教職員の防災体制へ

の理解と防災意識の 

向上に努める。 

 

②県が実施されてい

るストレスチェック

テストでは、高スト

レス者が多い結果と

なったため、来年度

も相談機関と連携を

図り、臨床心理士の

派遣など職員のメン

タルケアに努める。 

①部活動中や休み時間の

訓練、放送機器が壊れた

場合、校長や管理職が不

在の場合など様々な状況

を想定した訓練を行って

いただきたい。 

高い津波が起こったとき

は、本当に屋上で大丈夫

か検討してほしい。 

②自分自身で気づかない

ストレスなどを周りの教

職員が伝えられる風通し

のよい環境が大切であ

る。 

より業務を精選して、必

要のないものは積極的に

なくし、現場にあった働

き方改革を進めてほしい 

①学校における防災

訓練を行い、生徒や

職員の防災意識を向

上させることができ

た。 

②ウェルビーイング

の向上に向け、研修

等を行うことができ

た。しかし、高スト

レス者が多い結果が

出ているのが現実で

ある。より業務の精

選が必要である。 

①さまざまな状況

に対応できるよう

な工夫をしなが

ら、引き続き防災

意識を高めるよう

に防災訓練を続け

ていく。 

②ウェルビーイン

グの向上に向けて

の方策を検討実施

する。 

より業務の精選を

行い、働き方改革

を推し進める。 

  


